
若葉が薫る工場の緑地帯（高宮町）
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渡
わた

辺
なべ

史
し

郎
ろう

（58）
稲　里　町

無　所　属　　当選１回

谷
たに

口
ぐち

典
のり

隆
たか

（35）
栄町二丁目

無　所　属　　当選３回

赤
あか

井
い

康
やす

彦
ひこ

（30）
小　泉　町

無　所　属　　当選１回

村
むら

岸
ぎし

阿
あ

津
つ

雄
お

（57）
平　田　町

公　明　党　　当選２回

徳
とく

永
なが

ひで子
こ

（54）
松　原　町

公　明　党　　当選１回

佐
さ

野
の

正
まさ

博
ひろ

（61）
本　庄　町

無　所　属　　当選１回

八
や

木
ぎ

嘉
よし

之
ゆき

（39）
高　宮　町

無　所　属　　当選１回

北
きた

川
がわ

純
じゅん

一
いち

（49）
甘　呂　町

無　所　属　　当選１回

獅
しし

山
やま

向
こう

洋
よう

（62）
城町一丁目

無　所　属　　当選２回

安
あん

藤
どう

博
ひろし

（37）
高　宮　町

無　所　属　　当選１回

山
やま

口
ぐち

大
だい

助
すけ

（53）
日　夏　町

公　明　党　　当選４回

矢
や

吹
ぶき

安
やす

子
こ

（56）
大　藪 町

無　所　属　　当選２回

４月27日に彦根市議会議員一般選挙が行われ、即日開票
の結果、次の28人の皆さんが当選されました。
なお、投票率は59.16％で、４年前の前回選挙に比べて
5.76ポイント下がりました。

氏名（敬称略）、年齢
住　　所

党派、当選回数

決まりました 新しい市議会議員

西
にし

村
むら

久
ひさ

子
こ

（59）
甲　崎　町

無　所　属　　当選３回

藤
ふじ

野
の

政
まさ

信
のぶ

（64）
戸　賀　町

無　所　属　　当選２回

成
なる

宮
みや

祐
ゆう

二
じ

（63）
日　夏　町

日本共産党　　当選７回

松
まつ

本
もと

忠
ただ

男
お

（58）
東沼波町

無　所　属　　当選２回

田
た

島
じま

茂
しげ

洋
ひろ

（64）
後三条町

無　所　属　　当選５回

小
こ

林
ばやし

武
たけし

（61）
佐　和　町

無　所　属　　当選２回

大
おお

橋
はし

和
かず

夫
お

（57）
高　宮　町

無　所　属　　当選２回

前
まえ

川
がわ

春
はる

夫
お

（66）
大　堀　町

無　所　属　　当選３回

久
ひさ

木
き

正
まさ

勝
かつ

（65）
太　堂　町

無　所　属　　当選２回

野
の

村
むら

郁
いく

雄
お

（58）
川瀬馬場町

無　所　属　　当選４回

辻
つじ

橋
はし

正
まさ

一
かず

（55）
中　藪 町

無　所　属　　当選２回

正
まさ

村
むら

嘉
よし

規
のり

（62）
本町一丁目

無　所　属　　当選３回

北
きた

村
むら

收
おさむ

（63）
松　原　町

無　所　属　　当選３回

山
やま

田
だ

多
た

津
づ

子
こ

（47）
石　寺　町

日本共産党　　当選１回

岩
いわ

崎
さき

国
くに

次
つぐ

（70）
鳥居本町

無　所　属　　当選３回

杉
すぎ

本
もと

君
きみ

江
え

（72）
犬　方　町

無　所　属　　当選５回

（年齢は４月27日現在）
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明
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

介
護
福
祉
課
の
ほ
か
、
市
役
所
１

階
受
付
、
支
所
・
各
出
張
所
、
各

地
区
公
民
館
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
介
護
福

祉
課
（
平
田
町
６
７
０
　
福
祉
保
健
セ

ン
タ
ー
内
）
☎
◯　 23　
９
６
６
０
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
◯　26　
１
７
６
８
番

再
就
職
を
目
指
す
シ
ニ
ア
の
た
め
の

オ
フ
ィ
ス・ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
講
習
会

〈
日
時
〉６
月
18
日
㈬
〜
同
25
日
㈬（
土
、

日
曜
日
を
除
く
６
日
間
）
の
午
後
１

時
〜
同
４
時
30
分
〈
場
所
〉滋
賀
ビ

ル
９
階
（
Ｊ
Ｒ
大
津
駅
前
）
〈
対
象
〉再

就
職
を
目
指
す
55
歳
以
上
68
歳
ま
で

の
人
〈
定
員
〉25
人
（
申
込
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
〈
受
講
料
〉無
料

〈
申
込
期
限
〉６
月
５
日
㈭
（
必
着
）

〈
申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先
〉往
復

は
が
き
往
信
の
裏
に
講
習
名
（
オ
フ

ィ
ス
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
（
生
年
月
日
）、
電
話
番

号
を
、
返
信
の
表
に
も
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
そ
れ
ぞ
れ
書
い
て
㈳

滋
賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
（
〒
５
２
０-

０
０
５
１
　
大
津
市
梅

林
一
丁
目
３-

10
）
☎
０
７
７-

５
２

５-

４
１
２
８
番
へ

人
材
育
成
通
信
教
育
研
修

市
で
は
、
中
小
企
業
の
人
材
育
成

を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
次
の

と
お
り
人
材
育
成
通
信
教
育
研
修
を

実
施
し
ま
す
。

〈
対
象
〉市
内
の
中
小
企
業
の
事
業
所

に
在
勤
の
人
〈
受
講
方
法
〉事
業
所

の
研
修
制

度
と
し
て

受
講
す
る

団
体
研
修

で
、
受
講

者
数
は
１

事
業
所
に
つ
き
５
人
を
限
度
と
し
ま

す
〈
受
講
コ
ー
ス
〉左
の
35
コ
ー
ス

の
ほ
か
、
よ
り
専
門
性
の
高
い
ビ
ジ

ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
〈
開
講
日
〉７
月
１
日
㈫

〈
受

講
料
〉５
、２
５
０
円
〜
２
６
、２
５

０
円
（
修
了
者
に
は
、
受
講
料
の
２

分
の
１
を
市
が
助
成
し
ま
す
）〈
定

員
〉50
人
（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締

め
切
り
ま
す
）〈
申
込
期
間
〉５
月
15

日
㈭
〜
同
30
日
㈮
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉
商
工
課
☎
◯　22　
１
４
１
１

番
内
線
３
２
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３

９
８
番

市
職
員
を
募
集
し
ま
す

【
上
級
一
般
事
務
】

人
員

10
人
程
度

職
務
内
容

一
般
行
政
事
務

受
験
資
格

昭
和
52
年
４
月
２

日
か
ら
同
57
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

【
幼
稚
園
教
員
】

人
員

４
人
程
度

職
務
内
容

保
育
業
務
お
よ
び

関
連
す
る
行
政
事
務

受
験
資
格

昭
和
53
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

幼
稚
園
教
諭
の
免
許
お
よ
び

保
育
士
と
な
る
資
格
を
と
も

に
有
す
る
人
（
取
得
見
込
み

を
含
む
）

上
級
一
般
事
務

幼
稚
園
教
員

受
付
期
間

５
月
28
日
㈬
〜
６

月
13
日
㈮
の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日

曜
日
は
除
く
）
※
郵
送
の

場
合
は
６
月
13
日
㈮
の
消
印

有
効

試
験
日

６
月
29
日
㈰

問
い
合
わ
せ
先

【
上
級
一
般
事
務
】

人
事
課

☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
４
５

５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番

【
幼
稚
園
教
員
】

教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
☎
◯　24　
７
９
７
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　 23　
９
１
９
０
番

訪
問
介
護
員
養
成
研
修

（
２
級
課
程
）

21
世
紀
の
超
高
齢
社
会
の
介
護
を

支
え
る
訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
）
養
成
研
修
（
２
級
課
程
）
を

実
施
し
ま
す
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基

本
的
な
考
え
方
、
業
務
内
容
や
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
に
関
す
る
知
識
や
、
具

体
的
な
技
術
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

〈
期
間
〉７
月
７
日
㈪
〜
10
月
末
の
間

の
30
日
間
程
度（
合
計
１
３
０
時
間
）

〈
場
所
〉福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
（
平
田

町
）
ほ
か
〈
受
講
資
格
〉市
内
で
訪

問
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
従
事
す
る

こ
と
を
希
望
す
る
市
民
ま
た
は
市
内

に
在
勤
の
人
で
、
５
月
25
日
㈰
ま
た

は
同
27
日
㈫
の
説
明
会
に
出
席
で
き

る
人
〈
定
員
〉40
人
〈
受
講
料
〉

４
万
円
　
※
こ
の
ほ
か
テ
キ
ス
ト

代
６
、８
０
０
円
、
昼
食
代
、
交

通
費
な
ど
は
受
講
者
の
負
担
で
す
。

ま
た
、
受
講
を
途
中
で
辞
退
さ
れ
て

も
、
受
講
費
用
は
お
返
し
で
き
ま
せ

ん
〈
申
込
方
法
〉説
明
会
（
次
の
２

回
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
に
出
席
し
て

く
だ
さ
い
）
で
お
渡
し
す
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

介
護

福
祉
課
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
〈
説

明
会
の
日
時
・
場
所
〉①
＝
５
月
25

日
㈰
午
後
１
時
〜
同
２
時
　
②
＝
同

27
日
㈫
午
後
６
時
30
分
〜
同
７
時
30

分
　
場
所
＝
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
平
田
町
）
多
目
的
室

※
詳
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
を
説

PASO ぱそ
はがき・名刺・POP・自治会の配布文書
などの作成/印刷代行/データ入力/デ
ジカメデータCD-ROM保存、作成方法
指導もOK/ホームページ作成・運営…

代表者　松林紀
のり

子
こ

ギャラリー フラットヒル
ちょっとした小物で
ちょっとした幸せな気分♪

住み慣れたお部屋にスパイシーなパンチを

代表者　平岡直
なお

樹
き

Asian
アジアン

Salon
サロン

ベトナム陶器“バッチャン焼き”を
窯元から直輸入！
最後の楽園バリ島をはじめ、アジア
各地での珍体験など話題満載でお待
ちしてます！　どうぞお気軽に！

代表者　柳
やなぎ

田
だ

伊
ただ

喜
よし

石焼珈琲豆は、遠赤外線による焙煎で、
豆の中まで火が通るので、嫌な酸味が
なく、冷めても濁らないコクのある味
が特徴です。こうばしい香りいっぱい
のお店へぜひお越しください。

代表者　一
いち

圓
えん

祥
しょう

子
こ

市
で
は
、
平
成
11
年
１
月
に
「
彦
根
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
ま
ち
の
「
顔
」

で
あ
る
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
彦
根
商
工
会
議
所
を
Ｔ
Ｍ
Ｏ
（「
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
機
関
」
の
頭
文
字
で
、
ま
ち
の
運
営
を
幅
広
く
調

整
し
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
主
体
的
に
取
り
組
む
機
関
）
に
認
定
し
、
市
と
の
連
携
・
協
力
を
図
り
な
が
ら
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｍ
Ｏ
事
業
の
一
つ
と
し
て
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
ひ
こ
ね
」

第
３
弾
が
実
施
さ
れ
、
４
月
25
日
か
ら
開
店
さ
れ
て
い
ま
す
。
商
店

街
の
新
し
い
賑に

ぎ

わ
い
を
創つ

く

り
、
ま
ち
を
元
気
に
し
て
い
こ
う
と
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺
盛
な
５
人
の
皆
さ
ん
が
中
央
商
店
街
の
若
林
ビ
ル

で
12
月
26
日
ま
で
営
業
さ
れ
ま
す
。

営
業
時
間：

午
前
10
時
〜
午
後
７
時
　
定
休
日：

毎
週
木
曜
日

問
い
合
わ
せ
先
　
彦
根
Ｔ
Ｍ
Ｏ
事
業
推
進
協
議
会
（
彦
根
商
工
会
議
所

内
）
☎
◯　22　
４
５
５
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
２
７
３
０
番

「Ponte Le Vanga（ポンテ・ル・バンガ）」の名称は、新規事業の掘り起こし（イタリア語でバンガ）と活性化へ
の橋渡し（同ポンテ）の

　

願いを込めた造語で、「がんばる店舗（逆から読むとこうなります）」を表しています。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
て

ー

チャレンジショップひこね

位置図

まどか珈
コー

琲
ヒー

豆店

健康食品 やまぐち
健康食品で病気にかかりにくい体づ
くりを応援します。
取扱品目：フコイダン、ビフィーナ、
もろみ酢、サラシアダイエット粒
など

代表者　山口隆
りゅう

司
じ
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募　集募　集

ひこね第九合唱団

参加資格 練習（９月から毎月３～４回、日曜日・祝日な
どの18：30～21：00）に参加できる人
※楽譜は「カワイ出版」版を使用
（希望者には実費であっせんします。）
参 加 費 3,000円
申込期限 ７月31日㈭
申込方法 申込用紙（ひこね市文化プラザ、市役所１階受
付、支所・各出張所、市民会館、みずほ文化センターに
あります）に必要事項を記入して、最寄りの郵便局で振
り込みの手続きをしてください。

ひこね第九オーケストラ

募集パート ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、コントラ
バス
募集人員 各パート若干人
※参加費、練習日、練習場所など詳しいことは、ひこね市
文化プラザ☎26-8601へお問い合わせください。

第16回 カロム日本選手権大会

日　　時 ６月22日㈰ 9：00～17：00
会　　場 市民体育センター
申込方法 大会チラシの郵便振替用紙によ
り郵便局から入金または日本カロム協会
事務局（商工会議所３階・彦根青年会議所事務
局内）に参加費を持参して申し込んでく
ださい。（大会チラシは同事務局、市内各
小・中学校、各地区公民館にあります。）
※ダブルスも個人単位の申し込みが必要で
すのでご注意ください。
申込期限 ５月31日㈯（締め切り日の消印
有効、クラスごとに定員になりしだい締
め切ります。）
申込・問い合わせ先 日本カロム協会事務
局（〒522-0063 中央町3-8 彦根青年会議

所内）☎22-7522、FAX22-9018

ホ
タ
ル
の
観
察
会

〈
日
時
〉６
月
７
日
㈯
午
後
７
時
〜
同

９
時
（
天
候
に
よ
り
野
外
観
察
を

中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
〈
場

所
〉矢
倉
川
周
辺
　
※
鳥
居
本
地
区

公
民
館
に
午
後
６
時
50
分
ま
で
に
集

合
〈
内
容
〉屋
内
で
ホ
タ
ル
の
生
態

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
聞
い
た
後
、

屋
外
で
ホ
タ
ル
を
観
察
し
ま
す
〈
定

員
〉50
人
（
先
着
順
）
〈
参
加
費
〉無

料

〈
持
ち
物
〉筆
記
用
具
な
ど

〈
申
込
期
間
〉５
月
20
日
㈫
〜
（
定
員

に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉快
適
環
境

づ
く
り
を
す
す
め
る
会
事
務
局
（

生
活
環
境
課
内
）
☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内

線
１
７
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　27　
０
３
９
５

番
へ親

子
de
工
作
道
場
１

「
電
池
の
い
ら
な
い

不
思
議
な
ラ
ジ
オ
!!
」

〈
日
時
〉６
月
28
日
㈯
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
０
時
30
分
〈
場
所
〉子
ど
も

セ
ン
タ
ー
〈
内
容
〉親
子
で
協
力
し

な
が
ら
工
作
の
楽
し
さ
、
喜
び
を
味

わ
っ
て
、
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
ラ
ジ
オ
を

完
成
し
ま
す
〈
対
象
〉小
学
４
〜
６

年
生
〈
定
員
〉20
人
（
先
着
順
）

〈
受
講
料
〉１
、２
０
０
円
〈
申
込
期

間
〉５
月
24
日
㈯
〜
６
月
８
日
㈰

（
た
だ
し
、
５
月
26
日
㈪
、
６
月
２

日
㈪
は
除
き
、
定
員
に
な
り
し
だ
い

締
め
切
り
ま
す
）〈
申
込
方
法
〉申
込

用
紙
（
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
書
い
て
受
講
料

を
添
え
、
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ

※
電
話
に
よ
る
申
込
は
不
可
〈
問

い
合
わ
せ
先
〉同
セ
ン
タ
ー
☎
◯　28　

３

６
４
５
番
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
用
）

Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
！
英
会
話

（
初
級
）

〈
日
時
〉６
月
５
日
㈭
〜
８
月
７
日
㈭

（
毎
週
木
曜
日
、
全
10
回
）
の
午
前

10
時
〜
同
11
時
30
分
〈
場
所
〉国
際

交
流
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
（
市
民
会

館
３
階
）
〈
対
象
〉実
用
英
語
検
定
３

級
程
度
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入

れ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の

あ
る
人
〈
定
員
〉20
人
（
先
着
順
）

〈
講
師
〉A

a
ro

n

ア
ー
ロ
ン

L
e

e
d

h
a

m

リ
ー
ド
ハ
ム

さ
ん

〈
受
講
料
〉７
、０
０
０
円
（
教

材
費
を
含
む
）
※
た
だ
し
、
彦

根
市
国
際
協
会
会
員
は
６
、０

０
０
円
〈
申
込
期
間
〉５
月
19

日
㈪
〜
同
26
日
㈪
（
５
月
20
日

㈫
は
除
く
）
※
定
員
に
な
り
し

だ
い
締
め
切
り
ま
す
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉彦
根
市
国
際
協
会
事

務
局
（
市
民
会
館
１
階
　
市
民
・
国
際
交

流
サ
ロ
ン
内
）
☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線

５
９
０
番
　
※
火
曜
日
は
休
み
ま
す

彦
根
市
弓
道
連
盟

弓
道
教
室

〈
日
時
〉６
月
18
日
㈬
〜
８
月
９
日
㈯

（
毎
週
水
・
土
曜
日
、
全
16
回
）
の
午

後
７
時
30
分
〜
同
９
時
〈
場
所
〉市

弓
道
場
（
市
立
図
書
館
西
隣
）
〈
対
象
〉

中
学
生
以
上
〈
定
員
〉20
人
（
先
着

順
）〈
受
講
料
〉５
、０
０
０
円
（
保

険
料
を
含
む
）〈
申
込
期
限
〉６
月
17

日
㈫

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

火
・
木
・
土
曜
日
の
午
後
７
時
30
分

〜
同
９
時
に
、
市
弓
道
場
☎
◯　26　
０
６

５
５
番
へ

※
弓
道
体
験
教
室
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
弓
道
に
興
味
の
あ
る

人
、
教
室
受
講
希
望
者
は
参
加
し

て
く
だ
さ
い（
事
前
の
申
し
込
み
、

受
講
料
は
不
要
）

日
時

６
月
８
日
㈰
午
後
１
時
〜

同
５
時

場
所

市
弓
道
場

「
差
別
を
な
く
し
人
権
を
尊
ぶ

女
性
の
つ
ど
い
」
実
行
委
員

〈
つ
ど
い
の
趣
旨
〉身
の
回
り
に
あ
る

さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
や
不
合
理
に
気
づ

き
、
差
別
を
な
く
す
た
め
、
市
民
の

人
権
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
家
庭
や

地
域
、
職
場
な
ど
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

で
取
り
組
み
を
強
め
、「
人
を
人
と
し

て
尊
ぶ
」
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
〈
つ
ど
い
の
期
日
〉11
月

23
日
㈰
〈
応
募
資
格
〉つ
ど
い
の
趣
旨

を
理
解
し
、
意
欲
を
持
っ
て
企
画
・

運
営
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
め
る

人
〈
募
集
人
数
〉若
干
人
〈
申
込

期
限
〉５
月
28
日
㈬

〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉
教
育
委
員
会
人
権
教

育
課
☎
◯　24　
７
９
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

◯　 23　
９
１
９
０
番

「
障
害
児
サ
マ
ー
ホ
リ
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
」

有
給
ス
タ
ッ
フ

〈
期
間
〉７
月
23
日
㈬
〜
８
月
27
日
㈬

の
う
ち
平
日
20
日
間
（
８
月
11
日
㈪

〜
同
15
日
㈮
を
除
く
）
の
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
〈
場
所
〉障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
平
田
町
）、
ふ
れ
あ
い
の

館や
か
た

（
八
坂
町
）、
甲
良
養
護
学
校
（
犬

上
郡
甲
良
町
）
な
ど
〈
内
容
〉保
育
内

容
の
企
画
と
参
加
児
童
の
保
育
・
介

助
〈
応
募
条
件
〉障
害
の
あ
る
児
童

の
保
育
に
関
心
と
熱
意
の
あ
る
18
歳

以
上
の
人
で
、
15
日
以
上
参
加
可
能

な
人
（
高
校
生
は
除
く
）〈
申
込
期

間
〉５
月
19
日
㈪
〜
同
30
日
㈮
の
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
〈
面
接
と

説
明
会
〉５
月
31
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午
、
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
障
害
福

祉
課
（
平
田
町
・
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）
☎
◯　27　
９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　

１
７
６
７
番

障
害
者

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室

〈
日
時
〉６
月
８
日
㈰
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分
（
雨
天
の
と
き
は

７
月
13
日
㈰
に
延
期
）
〈
場
所
〉庄

堺
公
演
多
目
的
広
場
（
開
出
今
町
）

〈
対
象
者
〉市
内
在
住
の
障
害
者
（
身

体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障

害
者
）
〈
内
容
〉障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指

導
員
に
よ
る
実
技
指
導
　
※
競
技
用

具
は
主
催
者
で
準
備
し
ま
す
が
、
ス

テ
ィ
ッ
ク
の
あ
る
人
は
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
〈
参
加
費
〉無
料
〈
申
込

期
限
〉５
月
27
日
㈫

〈
申
込
方
法
・

問
い
合
わ
せ
先
〉電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で

障
害
福
祉
課
（
平
田
町
・
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
◯　27　
９
９
８

１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
１
７
６
７
番
へ

全国の女性団体などとの交流

女性県外研修

趣旨　全国各地の女性団体などとの
交流を通して、社会的視野を広げ、
住みよいまちづくりに積極的に参
画していただくための研修です。
研修期間　８月22日㈮～同24日㈰
（２泊３日）※このほかに３回程
度の事前・事後研修があります。
研修場所　国立女性教育会館（埼玉県）
研修テーマ　21世紀の男女平等・開
発・平和-わたしの権利-
参加資格　市内に在住・在勤の女性
で、研修を生かして今後活発な活
動が期待できる人
募集人員　３人
参加費用　旅費および宿泊費の一部
は、予算の範囲で市が負担、その
他は参加者負担
応募期限　６月20日㈮
応募方法・問い合わせ先　申込用紙
（ 男女参画課〈市役所３階〉、ひこね燦

ぱれす、ひこね市文化プラザ、各地区公
民館にあります）に必要事項を記入
し、 男女参画課☎22-1411（内
線361）、FAX22-1398へ。

◆第６回ひこね市民手づくり第九演奏会のホームページを開設しました　http://www.geocities.co.jp/MusicHall/4122/

第６回
ひこね市民手づくり第九演奏会
演奏会の日時 12月14日㈰ 15：00～

場所 ひこね市文化プラザ　グランドホール
演奏曲目 ベートーヴェン作曲　交響曲第９番ニ短調

「合唱付き」
指揮 新田

に っ た

ユリさん
独唱 田

た

島
じま

茂
しげ

代
よ

さん（ソプラノ）
福
ふく

原
はら

寿
す

美
み

枝
え

さん（アルト）
竹
たけ

内
うち

公
こう

一
いち

さん（テナー）
花
か

月
げつ

真
まこと

さん（バリトン）
合唱指導 磨

とぎ

谷
や

真
ま

理
り

さん
問い合わせ先 ひこね市民手づくり第九演奏会実行委員会
（ひこね市文化プラザ内）☎26-8601、FAX26-8602
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浄水場の施設見学会
日時 ６月１日㈰
①10：00～　②14：00～
（同じ内容で２回実施）
場所 大藪浄水場（八坂町）

内容 施設見学のほか、参加者全員に
プレゼントがあります。
申込期間 ５月15日㈭～
申込・問い合わせ先
大藪浄水場☎22-3324
水道部業務課☎22-1411（内線271）

FAX24-4054
彦根市水道部マスコットキャラクター

ウォー太くん（左）とみずきちゃん

みんなで

来てね！

健康で文化的な市民生活を支える水道事業。皆さんに、水道につ
いての理解と関心を深めていただくため、６月１日㈰からの１週
間を水道週間として、全国でさまざまな事業が展開されます。
本市では、下のとおり、施設見学会を開催します。

見
学
会
の
よ
う
す

 

介
護
保
険
の
施
設
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
、
老
人
保
健
施
設
、
療
養

型
医
療
施
設
）
に
長
期
入
所
（
入
院
）

し
て
い
る
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

（
左
の
表
の
Ｂ
、
Ｃ
に
該
当
す
る
人
）

が
、
申
請
に
よ
り
、
食
事
代
の
負
担

額
（
標
準
負
担
額
）
が
減
額
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
す
で
に
減
額
制
度
を

利
用
し
て
い
る
人
は
、
５
月
31
日
㈯

で
有
効
期
間
が
終
わ
り
ま
す
。
６
月

以
降
も
引
き
続
き
減
額
の
継
続
を
希

望
す
る
と
き
は
、
も
う
一
度
申
請
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

介
護
福
祉
課
☎
◯　 23　
９
６
６
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
１
７
６
８
番
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

本市では毎年、６月
第２日曜日を「人権市
民の日」としています。
今年も人権意識の高揚
と差別のない明るく住
みよいまちづくりを目
指して「人権市民のつ
どい」を開催します。
多数ご参加ください。
日時 ６月８日㈰ 13：30～15：30
場所 ひこね燦

さん

ぱれす（小泉町）
内容
人権作文発表
講演「私に“心”を教えてくれた人たち」
作家　若

わか

一
いち

光
こう

司
じ

さん
※手話通訳、要約筆記あり

問い合わせ先 人権政策課☎22-1411（内
線373）、FAX22-1398

若一さん



11 広報ひこね　平成15年５月15日 10広報ひこね　平成15年５月15日

土
地
埋
立
許
可
の
一
部
が

市
の
判
断
で
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た

都
市
計
画
法
の
改
正
に
伴
っ
て
、

「
彦
根
市
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開

発
許
可
等
の
基
準
に
関
す
る
条
例
」

が
制
定
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

市
街
化
調
整
区
域
で
自
分
の
住
む

住
宅
を
建
て
る
た
め
に
土
地
を
埋
め

立
て
る
と
き
に
は
、
市
の
許
可
が
必

要
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
こ
の
許
可

を
す
る
と
き
に
は
、
市
が
「
滋
賀
県

開
発
審
査
会
」
に
諮
り
、
そ
の
結
果

を
受
け
て
許
可
を
し
て
い
ま
し
た
。

新
し
い
条
例
に
よ
っ
て
立
地
基
準

が
一
部
変
更
さ
れ
た
た
め
、
一
部
に

つ
い
て
は
開
発
審
査
会
に
諮
る
必
要

が
な
く
な
り
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

開
発
調
整
課

☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
２
５
６

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
☎
◯　24　
８
５
１
７
番

保
育
士
の
登
録
制
度
が

始
ま
り
ま
す

平
成
15
年
11
月
29
日
か
ら
保
育
士

資
格
が
児
童
福
祉
法
で
定
め
る
資
格

と
な
り
、
登
録
制
度
が
導
入
さ
れ
ま

す
。現

在
、
保
育
士
と
し
て
従
事
し
て

い
る
人
は
、
都
道
府
県
知
事
へ
登
録

を
行
い
、
保
育
士
証
の
交
付
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在
業
務
を

行
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
今
後
保

育
士
と
し
て
働
こ
う
と
考
え
て
い
る

人
は
、
業
務
に
就
く
前
に
登
録
を
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

保
育
士
登
録
申
請

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
登
録
事
務

処
理
セ
ン
タ
ー
（
〒
１
５
０-

０
０
０

２
東
京
都
渋
谷
区
１
丁
目
１
番
８
号

青
山
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ビ
ル
）
登
録
案

内
専
用
電
話
☎
０
１
２
０-

０
４

１
９
４
３
番
（
平
日
の
午
前
10
時

〜
午
後
６
時
）、
登
録
手
数
料
に

つ
い
て
は

児
童
家
庭
課
☎
０

７
７-

５
２
８-

３
５
５
２
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
２
８-

４
８
５
４

番
中
山
町
が
上
水
道
の

給
水
区
域
に
な
り
ま
し
た

平
成
12
年
度
か
ら
進
め
て
き
た
中

山
町
摺す

り

針は
り

地
区
、
中
山
地
区
へ
の
送

配
水
施
設
の
整
備
が
完
成
し
、
４
月

か
ら
両
地
区
が
上
水
道
の
給
水
区
域

に
な
っ
て
、
よ
り
安
全
で
、
安
定
し

た
水
を
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。中

山
町
摺
針
地
区
に
は
昭
和
54
年

度
か
ら
、
中
山
地
区
に
は
同
58
年
度

か
ら
谷
川
表
流
水
を
水
源
と
す
る
飲

料
水
供
給
施
設
で
給
水
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
水
量
が
雨
の
量
に
影

響
さ
れ
や
す
く
不
安
定
だ
っ
た
り
、

水
質
汚
染
が
心
配
さ
れ
た
り
し
た
の

で
、
上
水
道
へ
の
統
合
を
進
め
て
き

た
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

水
道
部
工
務

課
☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
２
７
４

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　24　
４
０
５
４
番

情報
掲示板

情報
掲示板

ご
利
用
く
だ
さ
い
、
国
民
年
金
の

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

学
生
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
と
き
に
は
、「
学
生
納

付
特
例
制
度
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
学
生

が
、
市
役
所
の
国
民
年
金
窓
口
（
保

険
年
金
課
、
支
所
・
各
出
張
所
）
で

申
請
し
、
社
会
保
険
事
務
所
で
承
認

さ
れ
る
と
、
承
認
さ
れ
た
期
間
中
は

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

対
象
に
な
る
の
は
、
大
学
、
短
期

大
学
、専
修
学
校
な
ど
の
学
生
で
す
。

（
一
部
対
象
に
な
ら
な
い
学
校
も
あ

る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。）

ま
た
、
こ
の
制
度
は
、
申
請
の
あ

っ
た
月
の
前
月
か
ら
承
認
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
４
月
か

ら
承
認
を
受
け
る
た
め
に
は
、
５
月

末
ま
で
に
申
請
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
申
請
が
遅
れ
る
と
、
承
認
さ
れ

る
前
の
期
間
は
猶
予
さ
れ
ず
、
保
険

料
を
納
付
し
な
い
と
未
納
期
間
と
な

っ
て
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
の
支
給
に
影
響
す
る
と
き
が
あ

り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認
期
間

は
年
度
ご
と
で
す
。
平
成
14
年
度
に

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
人

で
、
平
成
15
年
度
も
引
き
続
き
学
生

で
学
生
納
付
特

例
を
希
望
す
る

人
は
、
改
め
て

申
請
が
必
要
で
す
。

ど
う
し
て
も
保
険
料
が
納
め
ら
れ

な
い
と
き
は
、
あ
き
ら
め
ず
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

滋
賀
社
会
保
険
事

務
局
彦
根
事
務
所
☎
◯　 23　
１
１
１
１

番
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
一
周
年

全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル

昨
年
の
５
月
30
日
、
建
設
リ
サ
イ

ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
一
定
規
模
以
上
の
建
築
物
な
ど

を
解
体
す
る
工
事
等
を
す
る
と
き
に

は
、
事
前
の
工
事
の
届
け
出
と
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
木

材
を
分
別
し
て
解
体
し
、
廃
棄
物
を

再
資
源
化
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る

も
の
で
す
。

こ
の
法
律
の
施
行
か
ら
ま
も
な
く

一
年
が
経
過
し
ま
す
。こ
の
節
目
に
、

法
律
が
き
ち
ん
と
守
ら
れ
る
よ
う
、

次
の
と
お
り
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

ま
す
。

〈
期
間
〉５
月
26
日
㈪
〜
同
30
日
㈮

〈
目
的
〉①
届
け
出
が
提
出
さ
れ
て
い

る
か
　
②
分
別
解
体
な
ど
が
適
正
に

実
施
さ
れ
て
い
る
か
　
③
建
設
業
許

可
、
解
体
工
事
登
録
を
受
け
た
業
者

の
施
工
か
　
に
重
点
を
お
き
ま
す

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

建
築
指
導
課

☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
２
４
３
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
☎
◯　24　
８
５
１
７
番

※臨時の収集については、早めにお申し込みくだ
さい。（臨時の収集は、原則として毎週火・金
曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前後す
ることがありますが、ご了承ください。

６月前半

２日(月)、９日(月)

日・曜日

４日㈬

５日㈭

３日㈫

６日㈮

10日㈫

11日㈬

13日㈮

12日㈭

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 中 央 部
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
農 協 鳥 居 本 支 店
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
川 瀬 馬 場 町 農 協 観 光 前
河 瀬 地 区 公 民 館
多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部
楡 公 民 館
昭 和 ア ル ミ 茂 賀 ハ イ ツ
広 　 野 　 会 　 館

農 協 福 満 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
オ ー ミ 緑 化 造 園

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１３：２０
１４：１０
１５：００

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【６月前半】

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

図書館やたちばな号の利用は無料です。

図書館休館日
６月前半

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ツ川）、安清、芹、野田山、
正法寺、地蔵、平田（大沢）、西今（松田団地）

松原一丁目、松原二丁目、安清、外、野田山、正法寺、地蔵、平田
（大沢）、西今（松田団地）

原（原町西団地）、西沼波（東部）、和田、外、里根、戸賀、小泉、本
町一丁目、本町二丁目、本町三丁目

山之脇、芹川、幸、大藪、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、中央
（第１・４部）、銀座、芹橋一丁目（河原二丁目の一部を含む）、芹橋
二丁目

幸、開出今蔵の町団地、八坂東団地、芹川、城町一丁目、城町二丁
目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、中藪一丁目、中藪二丁目、中
藪、西今（松田団地を除く）、開出今団地（第３部）、八坂北、三津

開出今蔵の町団地、八坂東団地、後三条（下）、長曽根南、平田（大
沢を除く）、西今（松田団地を除く）、宇尾、三津屋、海瀬、肥田（西
肥田）

開出今団地（第１部）、後三条（下）、平田（大沢を除く）、西今（松田
団地を除く）、宇尾、野瀬、須越、肥田（西肥田）

後三条（下）、中央（第２・３部）、立花、金亀、尾末、平田（大沢を
除く）、野瀬、開出今、須越、出路、田原、金沢（金沢団地）

後三条（下）、佐和、大東、旭、船、立花、京町三丁目、宇尾、野瀬、
開出今、甘呂、上稲葉、下稲葉、本庄、普光寺、薩摩、田附、新海
佐和、立花、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、後三条（上）、
錦（第１部）、橋向、甘呂、竹ヶ鼻、須越、南三ツ谷、甲崎、上岡部、
下岡部、柳川、上西川、下西川、金沢（林・中下）

２日㈪

３日㈫

４日㈬

５日㈭

６日㈮

９日㈪

１０日㈫

１１日㈬

１２日㈭

１３日㈮

児
童
手
当
は
、
小
学
校
に
入
学
す

る
ま
で
（
６
歳
に
な
っ
た
後
、
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
）
の
子
ど
も
を
育

て
て
い
る
人
で
、
前
年
の
所
得
が
一

定
額
未
満
の
場
合
に
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

前
年
の
所
得
に
変
動
が
あ
っ
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
新
た
に
児
童
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ

る
人
は
、至
急
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
児
童
と
別
居
し
て
い
る
人

は
養
育
者
の
居
住
し
て
い
る
市
町
村

で
、
公
務
員
の
人
は
職
場
で
、
そ
れ

ぞ
れ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
児
童
手
当
を
受
け
て

い
る
人
に
は
、
６
月
２
日
以
降
に
現

況
届
の
用
紙
を
送
り
ま
す
。
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
６
月
30
日
㈪
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、

保
険
年
金
課

☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
１
３
８
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番
へ
。

※
老
人
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合
は
、
１
人

に
つ
き
６
万
円
を
加
算
し
ま
す
。

※
養
育
者
の
所
得
か
ら
、
一
律
８
万
円
を

差
し
引
い
て
︵
控
除
し
て
︶
こ
の
表
に

当
て
は
め
て
く
だ
さ
い
。

※
医
療
費
な
ど
も
所
得
か
ら
控
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市立病院からのお知らせ
●歯科口

こう

腔
こう

外科を受診される皆さんへ

歯科口腔外科は、６月１日から、開業歯科
医院からの紹介による、専門的な治療や入院
治療を必要とする人に限って治療します。
親しらずの難しい抜歯、あごの変形、骨折
や顎

がく

関節の病気、口腔の腫
しゅ

瘍
よう

や激しい炎症な
どを中心に専門的な治療や手術を行っていく
ため、一般的なむし歯、歯肉炎、入れ歯、差
し歯などの治療は、開業歯科医院（かかりつ
け歯科医）で受診してください。
なお、重い病気にかかっている人の歯科診
療、事故などで歯が無くなった人へのデンタ
ルインプラントなどの特殊な口腔診療につい
ては、総合受付でご相談ください。

●循環器科が新設されます

６月１日から内科から独立して循環器科を
新たに設けます。
これは、生活様式の欧米化や高齢化の進展
で、動脈硬化による狭心症や心筋梗

こう

塞
そく

など、
生命に関わる病気が年々増加していることか
ら、より的確な判断と迅速な治療をできるよ
うにするため、専門的診療を充実させるもの
です。
問い合わせ先 市立病院企画経営課☎22-
6050（内線3514）、FAX26-0754
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個別予防接種のお知らせ
市健康管理課

（平田町・福祉保健センター１階）

☎24-0816

FAX24-5870

12広報ひこね　平成15年５月15日

市では、下記の予防接種を、医療機関
に委託して個別予防接種として実施して
います。
赤ちゃんが生後３か月になられるとき、
予防接種の「説明書・予診票つづり」を
郵送しています。予防接種制度について
じゅうぶんにご理解いただき、安全に接
種が受けられるよう注意事項などをよく

読んで、子どもの体調のよいときに受け
るようにしてください。
予防接種の種類 下の表のとおり
対　　象 彦根市に住民登録、外国人登
録のある児
実施方法 予約制です。下記の指定医療
機関に、あらかじめ予約してからお出
かけください。

現
在
、
日
本
人
男
性
の
喫
煙
率
は
52
・

０
％
で
、
約
２
人
に
１
人
が
た
ば
こ
を
吸
っ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ほ
か

の
先
進
諸
国
に
比
べ
て
た
い
へ
ん
に
高
い
率

で
す
。
一
方
、
日
本
人
女
性
の
喫
煙
率
は

14
・
７
％
で
、
全
体
と
し
て
は
横
ば
い
傾
向

で
す
が
、
20
代
・
30
代
の
若
い
女
性
に
つ
い

て
は
、
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

全
国
調
査
に
よ
る
と
、
中
学
１
年
生
の
男
子

生
徒
の
喫
煙
経
験
率
は
、
約
３
割
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

◆
国
の
喫
煙
対
策

現
在
、
我
が
国
で
は
、
喫
煙
か
ら
国
民
の

健
康
を
守
る
た
め
、
次
の
三
つ
の
対
策
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
。

防
煙

未
成
年
者
の
喫
煙
防
止
と
喫
煙
習
慣

化
の
防
止
対
策

分
煙

受
動
喫
煙
の
影
響
を
排
除
・
減
少
さ

せ
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
（
多
数
の
人
が
利

用
す
る
施
設
の
管
理
者
に
、
分
煙
の
徹
底
を
義
務

づ
け
る
「
健
康
増
進
法
」
が
５
月
１
日
に
施
行
さ

れ
ま
し
た
。）

禁
煙
サ
ポ
ー
ト
と
節
煙

禁
煙
希
望
者
に
対

す
る
禁
煙
サ
ポ
ー
ト
、
禁
煙
継
続
者
の
節

度
あ
る
喫
煙

こ
の
う
ち
、「
分
煙
」
や
「
節
煙
」
な
ど
は

よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、「
防
煙
」
と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
人
は
少
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

防
煙
対
策
に
は
、

①
小
・
中
学
校
な
ど
に
お
け
る
喫
煙
防
止
教

育
の
充
実

②
た
ば
こ
広
告
の
規
制
強
化
（
例
え
ば
、
た

ば
こ
の
テ
レ
ビ
広
告
は
、
深
夜
で
あ
れ
ば

曜
日
に
関
係
な
く
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
７
年
10
月
以
降
は
、
土
・
日
曜

日
は
放
送
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
）

③
た
ば
こ
自
動
販
売
機
稼
働
時
間
の
規
制
の

強
化
（
深
夜
の
自
動
販
売
機
の
稼
動
を
停

止
す
る
）

な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
き
っ
か
け
は

「
好
奇
心
」「
な
ん
と
な
く
」

「
喫
煙
防
止
教
育
」

は
、
市
内
の
小
学
校

で
も
、
喫
煙
に
よ
る

身
体
へ
の
影
響
、
た

ば
こ
を
誘
わ
れ
た
と
き
に
ど
の
よ
う
な
行
動

を
と
る
の
か
、
な
ど
を
話
し
合
う
授
業
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

中
学
生
が
初
め
て
た
ば
こ
を
吸
っ
た
と
き

の
動
機
は
、「
好
奇
心
か
ら
」
や
「
た
だ
な

ん
と
な
く
」
が
約
半
数
を
占
め
ま
す
。
青
少

年
期
に
喫
煙
を
始
め
る
と
、
成
人
し
た
後
に

吸
い
始
め
た
人
に
比
べ
て
、
が
ん
や
心
臓
病

な
ど
に
か
か
り
や
す
く
な
っ
た
り
、
禁
煙
し

よ
う
と
思
っ
て
も
な
か
な
か
や
め
に
く
く
な

る
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
喫

煙
対
策
は
、
今
、
煙
草
を
吸
っ
て
い
る
人
に

対
し
て
の
禁
煙
サ
ポ
ー
ト
や
分
煙
な
ど
の
環

境
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、「
た
ば
こ
を
吸
わ

な
い
人
づ
く
り
」
を
目
的
と
し
た
環
境
づ
く

り
も
重
要
に
な
る
の
で
す
。

◆
中
・
高
生
の
喫
煙
に
は

周
り
の
人
の
影
響
が

中
学
・
高
校
生
の
喫
煙
は
、
周
囲
の
人
々

（
親
や
友
達
な
ど
）
の
喫
煙
と
密
接
な
関
係

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
母
親
の

喫
煙
は
父
親
の
喫
煙
よ
り
も
青
少
年
の
喫
煙

に
関
係
が
深
い
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

喫
煙
防
止
教
育
は
、
小
・
中
学
生
の
た
め
だ

け
の
た
ば
こ
の
教
育
で
は
な
く
、
子
ど
も
を

含
め
た
家
族
み
ん
な
で
た
ば
こ
に
つ
い
て
話

を
す
る
こ
と
で
、
大
人
の
喫
煙
の
習
慣
も
防

止
す
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
す
。

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す
。
こ
の

機
会
に
、
皆
さ
ん
も
家
族
で
た
ば
こ
に
つ
い

て
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
次
回
の
テ
ー
マ
は
﹁
Ｃ
型
肝
炎
に
つ
い
て
﹂

加
入
手
続
き
は

金
融
機
関
窓
口
で
で
き
ま
す

平
成
15
年
度
の
交
通
災
害
共
済
へ
の
加
入
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か
。
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

掛
け
金

１
人
５
０
０
円
（
年
額
）

共
済
期
間

４
月
１
日
以
後
に
加
入
す
る
場
合
は
、

加
入
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で

申
込
窓
口

▼
金
融
機
関
（
滋
賀
銀
行
、
び
わ
こ
銀
行
、
彦
根
信

用
金
庫
、
東
び
わ
こ
農
業
協
同
組
合
）

※
い
ず
れ
も
各
本
・
支
店
の
窓
口
で
取
り
扱
い
ま
す

が
、
口
座
引
き
落
と
し
に
よ
る
納
付
は
で
き
ま
せ

ん
。

▼

生
活
環
境
課
、
支
所
・
各
出
張
所

申
込
書
は
各
世
帯
に
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、
紛
失

さ
れ
た
場
合
は

生
活
環
境
課（
市
役
所
１
階
②
番
窓
口
）

で
再
発
行
し
ま
す
。
気
軽
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

見
舞
金
の
請
求
は

事
故
の
日
か
ら
１
年
以
内
に

万
一
、
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
ら
、
事
故
の
日
か

ら
１
年
以
内
に
災
害
見
舞
金
の
請
求
を
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
見
舞
金
が
減
額
さ
れ

た
り
、
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
☎
◯　22　
１
４
１
１
番

内
線
１
３
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　27　
０
３
９
５
番
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健康管理だより

奥お
く

田だ

紗さ

由よ

ち
ゃ
ん

︵
日
夏
町
︶

中な
か

川が
わ

天て
ん

志し

ち
ゃ
ん

︵
大
藪
町
︶

西に
し

村む
ら

佳よ
し

希き

ち
ゃ
ん

︵
鳥
居
本
町
︶
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表
紙
の
こ
と
ば

表紙では、「住みたい 住み続けたいま
ち」彦根の表情を写真で紹介しています。
写真をお持ちでない場合は、 情報政策
課広報係で撮影します。☎22-1411（内
線431）へ気軽に連絡してください。

並木の傍らに立つ西田さん

西
田
　
稔

み
の
る

さ
ん
︵
高
宮
町
︶

高
宮
の
交
差
点
か
ら
多
賀
町
に
至
る
道

の
、
両
側
の
タ
イ
ヤ
工
場
の
中
に
は
、
き

れ
い
な
並
木
が
続
い
て
い
ま
す
。
遠
く
か

ら
車
を
運
転
し
て
帰
っ
て
来
る
と
き
に

は
、
こ
こ
に
さ
し
か
か
る
と
ほ
っ
と
し
て

心
が
休
ま
り
ま
す
。

工
場
の
中
を
抜
け
る
こ
の
道
の
、
一
日

の
自
動
車
の
交
通
量
は
、
ざ
っ
と
１
万
台

に
も
な
る
そ
う
で
す
。
特
に
朝
夕
は
た
く

さ
ん
の
車
が
行
き
通
う
も
の
の
、
通
勤
し

て
く
る
人
の
事
故
も
な
く
、
車
・
人
・
自

然
の
３
者
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
、
仲
よ

く
共
存
し
て
い
ま
す
。

左
右
対
称
に
大
き
く
育
っ
た
「
ケ
ヤ
キ

の
並
木
道
」
は
４
０
０
メ
ー
ト
ル
も
続
き

ま
す
。
春
の
新
芽
の
生
え
る
こ
ろ
と
、
秋

の
色
づ
い
た
葉
の
散
り
ゆ
く
こ
ろ
に
は
、

一
段
と
風
情
が
あ
り
ま
す
。歩
い
て
よ
く
、

車
で
通
り
す
ぎ
て
も
よ
い
、「
い
や
し
の

並
木
道
」
で
す
。

今月の納税

固定資産税（第１期）
軽自動車税（全　期）
自 動 車 税〈県　税〉
６月2日㈪までに納めましょう

外
国
籍
を
持
つ
市
民
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
た
め
に
設
置
し
ま

す
。
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

づ
く
り
の
た
め
に
何
を
す
る
べ
き
か
、
意
見
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

〈
委
員
の
任
期
〉２
年
間
〈
懇
談
会
〉市
が
指
名

す
る
数
人
を
加
え
て
、
年
４
回
、
土
曜
日
の
午

前
中
に
開
催
す
る
予
定
。
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん

〈
募
集
人
員
〉外
国
籍
市
民
８
人
、
日
本
国
籍
市

民
２
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
）〈
応

募
資
格
〉
４
月
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
の
人

〈
募
集
期
間
〉５
月
20
日
㈫
〜
６
月
13
日
㈮

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

で

国
際
交
流
課
☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
３
７

４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番
へ

新しい国際交流員、田尾弥生
や よ い

ロザーネさんが着任しました。

ロザーネさんは本市の職員と

して、市の仕事に関する文書の

翻訳や通訳を中心に、国際交流

業務に携わります。

また市民の皆さんへのブラジ

ル文化の紹介や、外国籍市民の

生活相談など、幅広い業務に従

事します。

彦根の皆さん、初めま
して。田尾ロザーネです。
私は日系２世で、ブラ
ジルのイボチ市から家
族といっしょに彦根に
やってきました。上甲イ
ウカさんの後任の国際交
流員として、４月から市の国
際交流業務に携わっています。
今回は５回目の来日です。これ
までには、横浜市で日本語教師養
成講座を受けたり、東京、埼玉、
大阪などで企業の通訳や翻訳など
の仕事をしたりしてきました。ま
た、ブラジルで12年間、日本人
学校や大学の公開講座で、日本語
や日本の文化、習慣、歴史などの
紹介をしてきました。
４月に彦根に来て、初めて彦根
城と美しい桜並木を見たときに
は、そのすばらしさに感激しまし

た。また、私と私の家族を迎えて
くれた、彦根の人たちの温かい心
が本当に印象的でした。彦根に来
ることができた幸運に感謝してい
ます。
これからは国際交流員として、
市民の皆さんとの交流を始め、在
住ブラジル人の人たちの役に立て
るよう、一生懸命がんばります。
街で見かけた時は、どうぞ声をか
けてください。仲よしになって、

ブラジルと日本のいろいろな
ことを語りましょう。み
なさん、これからのおつ
きあい、よろしくお願
いいたします。

Tao Iaioi Rosane

外
国
籍
市
民
施
策
懇
談
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す


